
上下水道工事業における激突され災害の死傷災害発生事例（2017年）
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～

9

場内路盤作業を行うため、仮設敷鉄板の搬出作業に取り掛かった。 ワイヤーをバック

ホーに掛け、吊り上げたところフックが外れ、被災者が作業半径内にいたため、左足骨

折及び右上腕負傷をした。
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1
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～
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新工業資材置場にて、資材の管理を行っていた際、水道管材料を整理していたとき、ク

レーンに地切りの際に荷がからまり、除けきれずに当たってしまい、左手小指を巻き込

みケガをした。
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～

9

4
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～

15

下水道管埋設工事中において、山留め材（矢板）を地上から地下3mへおろす作業で、

地上の作業員と地下の被災者とのタイミングが合わず、矢板が被災者の肩から胸に直撃

した。
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～
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7

13

～
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自社置場で置場片付け・整理・洗車等を行っている際に、置き場に置いてあった鋼材が

邪魔だったのでユニック車で移動する際に、鋼材の所で合図をしていたときに右母趾を

挟まれ、骨折した。

27

30

～
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10
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～
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事故発生現場においてφ150mm配水管の接続工を予定しており、既配管への接続箇所

および配管箇所を掘削し、断水作業が完了したので既配管の切断をエンジンカッターで

開始した。 切断部1の切断を他の作業員が80%ほど進め、管内の残水を放流しながら、

切断部2の箇所を被災者がエンジンカッターを使って切断を始め80%ほど切断したとこ

ろで、エンジンカッターがはね返り、顔面（顔付近）に直撃し負傷した。
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出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
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